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◆今週の例会プログラム◆ 

2019 年 10 月 24 日（木）第 2436 回例会 

移動例会『長寿のお祝い』 

例会場：ロベルトカレラ（豊中市） 

担当：親睦活動委員長 山本貴雄会員 

◆次週 2019 年 10 月 31 日（木）休会日◆ 
◆次々週の例会プログラム◆ 

2019 年 11 月 7 日（木）第 2437 回例会 

卓話 

担当：ロータリー財団委員長 上島一彦会員 

◇ロータリーソング◇ 
 奉仕の理想 

 

◆出席報告 2019 年 10 月 17 日第 2435 例会◆ 
会員数：29 名 出席者：16 名 出席率 69.57％ 
前々前回  2019 年 9 月 26 日 87.50％ 

◆会長挨拶◆         会長 林 たかみ 

 心配された台風 19 号は大阪には大きな被害をださず

に通り過ぎてくれましたが、関東や東北などは大雨によ

る河川の氾濫などで大変な状況になっています。今回の

台風は同時多発的に多くの河川で氾濫し、今までにはな

かった非常に広範囲に及ぶ被害をもたらしました。今回

被災された多くの方にお見舞い申し上げるとともに、一

日でも早く日常を取り戻していただけるようお祈りした

いと思います。 

 私たちの体感として、近年台風が強大化しているよう

に思えますが、それは地球温暖化と関係があるのでしょ

うか？台風と地球温暖化の関係についてはいろいろな文

献がありますが、それらによりますと観測記録が不十分

なこともあり、人間活動が台風の活動に影響したという

考えはまだ信頼性が低いのが現状だそうです。ただ共通

して予想されているのは温暖化によって台風の発生する

数は増加しないものの、非常に大きく強い台風が出現す

る割合は増加するであろうという点です。そして、温暖

化の影響で、夏の大気の循環が世界的に減速化しており、

台風の移動速度も減速化し、同じ地域に長時間留まり、

災害を大きくしているという事実があるそうです。いず

れにしても、これまでの経験ではなく、未来の予測を考

えた対策をたて、常に我がこととして災害に備えるとい

うことがとても大切だと思います。 

 さて、地区からもお知らせが来ていましたが、12 月

13日と14日に大阪国際会議場で地区大会が行われます。

2 日目の 14 日には、今注目のラグビー元日本代表の大畑

大介さんと阪神タイガースの鳥谷たかし選手をお迎えし、

若者が躍進する世界を目指してというテーマで、公開シ

ンポジウムが行われる予定です。「スポーツの世界では国

際大会や強豪ひしめく海外のチームで活躍する若者たち

が年々増えています。若いころから様々な経験をつみ、

国内外問わず活躍の場を見出していく青少年にエールを

込めて、スポーツ界を代表する方々からお話しをお聞き

します。」と、チラシにアピールがありましたが、本当に

ラグビーでも陸上でもテニスでもスポーツ界はグローバ

リゼーションが一歩先に進んでいる気がします。選手た

ちの顔ぶれを見ていると、少し前の日本代表では考えら

れないような多様なバックグラウンドを持った選手たち

が大活躍しています。多様化を受け入れていくこれから

の日本を象徴する現象だと言えると思います。是非、12

月 14 日、土曜日ではありますが、皆様のご参加をよろ

しくお願いいたします。 

 

◆幹事報告◆          副幹事 上島 一彦 

・「令和元年台風 15 号千葉県災害」義捐金について 

 

◆SAA 報告◆           SAA 庄司修二 

ニコニコ箱 

庄司修二会員：卓話よろしく 

川端崇且会員：西宮会員卓話よろしく 

芝野弘三郎会員：西宮会員、卓話よろしくお願いします。 

黄堂泰昌会員：西宮国際奉仕委員長、卓話よろしく 

岡内重信会員：西宮会員本日の卓話楽しみにしています。 

河野優作、木村知也、三上智子 

米山奨学会 

上島一彦会員：西宮会員、卓話よろしくお願いいたしま 

       す。 

庄司修二会員、芝野弘三郎会員、黄堂泰昌会員 

ロータリー財団 

西宮富夫会員￥：国際奉仕卓話よろしく 

芝野弘三郎会員、上島一彦会員、河野優作会員、岡内重

信会員、林たかみ会員 

ポリオ基金 

前田建司会員：西宮委員長、本日は宜しくお願いいたし 

       ます。 

浦収会員、木村知也会員、三上智子会員 
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事務局執務時間：月・水・金 10：00～15：00、  木 14：00～21：00、  火・土・日・祝 ○休  

卓話『国際大会報告と決議案』      西宮 富夫 

1. ハンブルグ国際大会報告（地区ナイト・大会等の写

真は食事中にスクリーンで紹介） 

●国際大会「友愛の家」の「水と衛生」3ブース紹

介 

・Water Survival Box ：

http://www.watersurvivalbox.org/ 

・WASRAG ：https://www.wasrag.org/ 

・Clean the Baltic Sea（Rowing for herring）：

https://www.silakkasoutu.fi/ 

これらは国際交流が基礎のすばらしいプロジェ

クトであるが、資金を寄付やロータリー財団補助

金に頼るため、直接性が弱い（単年度主義）（迂

回路方式）。決議 23-34（社会奉仕に関する 1923

年の声明）を採択したロータリーだからやむを得

ない。 

2. SDGsGOAL6：世界の「水と衛生」問題を 2030 年まで

に解決する 

●ロータリーが、ポリオプラスで実施している「特

別プログラム」の仕組み（特別寄付金の仕組み）を

応用すれば、SDGsGOAL6に協力できると考える。

しかし、「特別プログラム」にするには RI理事会の

決定が必要。 

 

●よって、「水と衛生」をポリオ撲滅後の特別プロ

グラムにすることを検討するよう RI理事会に要請

する（理事会で決議 07-71を再検討するきっかけに

なれば幸い：WCS終了→現在 GG）。（決議 07-71

＝本決議案） 

3. 本決議案の説明（ポイント） 

① 本決議案は個別の「水と衛生」プロジェクトを

勇気づけることができる（ロータリー向け） 

② 本決議案による寄付によって、SDGsの GOAL6

達成に直接的協力ができる（国連向け） 

③ ポリオ後の目標を決めることにより、ポリオ撲

滅活動を勇気づけることができる（ポリオ向け） 

 

4. 本決議案についての賛否・意見交換 

3.決議案（Rotary project・GOAL6・End Polio のため） 

「ポリオ撲滅後、RI 理事会が決議 07-71 を実施すること

を検討するよう RI 理事会に要請する件」 

 

1 2007 年規定審議会で採決された決議 07-71 は「ポ

リオ撲滅後、きれいな水と公衆衛生 

2 に関するプログラムを実施することを検討するよう

に、RI理事会に要請する-----RI 理 

3 事会に付託する」というものである。 

4   

5 2015年 9月 25日国連総会で採択された「持続可能

な開発目標（SDGs）のための 2030 

6 アジェンダ」の目標 6は「すべての人々の水と衛生

の利用可能性と持続可能な管理を 

7 確保する」というものである。 

8  

9 ユニセフと WHOは、世界の「水と衛生」を共同監

視するプログラムを立ち上げ、SDGs 

10 に基づく最初の報告書として、2017 年 7 月に

「Progress on Drinking Water, Sanitation  

11 and Hygiene 2017」を発表した。 

12  

13 一方、決議 17R-23 によると、グローバル補助金に

よる水プロジェクトは多いとのこと。 

14 これに加えて、世界のロータリアンが「水と衛生」

の特別プログラムの寄付に取り組む 

15 ならば、2030 アジェンダ目標 6 の達成に協力でき

ると考える。 

16 よって、国際ロータリー理事会に、国際ロータリー

の決議により、ポリオ撲滅後は決議 

17 07-71の実施を検討するよう要請する。 

（本文終わり） 

趣旨および効果 

18 数年前からポリオ症例数が少なくなっているが、ポ

リオ撲滅が何時終了できるか予想 

19 し難い状況である。確実にプログラムを終了させる

には、ポリオ撲滅を最優先としつ 

20 つ、ポリオ撲滅後の目標を持つことで、ポリオ撲滅

のモチベーションを持続するのが 

21 妥当と考える。 

22 なお、ポリオ撲滅後の特別プログラムは、2030アジ

ェンダ目標 6に協力できること 

23 及びグローバル補助金による水プロジェクトが多い

ことから、「水と衛生」が妥当と 

24 判断する。 

 

財務上の影響 

25 本決議案は、財務的影響をロータリー財団に与える

と思われるが、現時点でその影響 

26 を特定できない。 

国際大会ハンブルグ  2660地区大阪ナイト 


